
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
日

沼

波

守

　
歌
舞
伎
で
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
十
二
月
、
三
勝
半
七
の
情
死
が
あ
っ
て
す
ぐ
、
大
阪
の
岩
井
座
で
こ
れ
を
脚
色
「
茜
の
色
揚
」
と

外
題
し
て
上
演
、
大
当
り
で
百
五
十
日
興
行
し
た
と
い
ふ
か
ら
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
の
五
箇
日
で
打
続
け
た
事
に
な
る
が
、
そ
れ

程
好
評
の
狂
言
が
、
伊
原
敏
郎
博
士
の
「
歌
舞
伎
年
表
」
を
繰
っ
て
み
て
も
、
他
の
座
で
上
演
さ
れ
た
事
は
見
当
ら
な
い
。
却
っ
て
「
茜

の
色
揚
」
を
見
物
し
て
そ
れ
に
感
激
し
て
心
中
し
た
と
い
う
久
保
山
十
右
衛
門
と
五
郎
兵
衛
の
女
房
お
吉
の
「
千
日
寺
心
中
」
事
件
は
、

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
大
阪
の
岩
井
座
や
、
同
じ
く
大
阪
の
荒
木
座
で
上
演
さ
れ
、
ま
た
京
都
で
も
上
演
さ
れ
た
と
の
記
事
が
見
え

て
み
る
の
に
「
茜
の
色
揚
」
上
演
の
記
事
が
な
い
の
は
旨
し
い
。
併
し
、
同
年
二
月
十
四
日
、
大
阪
、
村
山
座
の
記
事
の
内
に
、

　
　
吾
妻
の
お
家
狂
言
は
「
三
勝
半
七
」
な
り
。

と
あ
る
。
吾
妻
は
岩
井
座
の
「
茜
の
色
揚
」
に
三
勝
に
扮
し
た
花
井
吾
妻
の
事
で
あ
る
か
ら
、
　
「
歌
舞
伎
年
表
」
に
は
見
え
て
み
な
い
け

れ
ど
、
吾
妻
が
諸
所
で
度
々
三
勝
を
演
じ
て
好
評
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
と
は
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
「
歌
舞
伎
年
表
」
巻
一
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
項
に
、
此
の
年
の
秋
か
。
京
都
の
早
血
汐
で
、
近
松
門
左
衛
門
作
の
「
唐
崎

八
景
の
屏
風
」
を
上
演
、
そ
の
申
巻
に
劇
申
劇
と
し
て
コ
ニ
か
つ
半
七
七
年
忌
」
が
演
ぜ
ら
れ
た
旨
の
記
事
が
あ
る
。

そ
し
て
著
者
伊
原
博
士
は
、

　
　
三
勝
半
七
の
心
中
は
元
禄
八
年
十
二
月
に
て
、
こ
れ
を
岩
井
座
に
て
演
ぜ
し
は
翌
九
年
な
り
。
そ
の
九
年
よ
り
起
算
し
て
今
年
は
八
年
目
な
り
。
七
年

　
　
忌
と
い
ふ
は
如
何
（
コ
ノ
下
二
に
ヲ
脱
セ
ル
カ
）
や
。

と
追
記
し
て
を
ら
れ
る
。
尤
な
疑
問
で
実
際
の
七
年
忌
な
ら
ば
元
禄
十
四
年
置
な
け
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
こ
の
「
唐
崎
八
景
屏
風
」
は
高
野
辰
之
博
士
の
校
訂
、
　
「
近
松
歌
舞
伎
狂
言
集
」
　
（
昭
和
二
年
十
月
八
日
発
行
）
の
下
巻
に
収
録
さ
れ

て
み
る
。
そ
れ
に
拠
る
と
こ
の
狂
言
は
姉
川
家
の
お
家
騒
動
に
「
唐
崎
心
申
」
を
絡
み
合
せ
た
も
の
。
　
「
唐
崎
心
中
」
は
「
心
急
大
鑑
」

の
巻
二
の
二
に
「
辛
崎
の
夜
の
涙
」
と
し
て
出
て
み
る
竹
屋
町
通
東
洞
院
屏
風
屋
小
兵
衛
と
あ
い
の
町
お
っ
た
と
の
心
中
事
件
で
あ
る
。

「
唐
崎
八
景
」
で
は
清
兵
衛
お
あ
さ
と
な
っ
て
み
る
。
　
「
京
大
阪
堺
心
中
が
の
こ
名
寄
所
付
」
に
は
、
　
「
唐
崎
一
ツ
松
心
中
」
、
忠
兵
衛
廿

七
、
お
ふ
さ
廿
四
と
あ
る
。
近
松
の
清
兵
衛
お
あ
さ
と
名
が
近
い
か
ら
、
忠
兵
衛
お
ふ
さ
と
い
う
の
が
本
当
の
名
で
あ
ら
う
と
高
野
博
士

は
記
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
　
「
唐
崎
八
景
」
は
三
幕
か
ら
成
っ
て
居
り
、
第
一
が
姉
川
家
騒
動
の
発
端
、
第
三
が
悪
人
が
亡
ん
で
善
人
が
栄
え

る
と
い
ふ
結
末
、
真
中
が
劇
申
劇
の
三
勝
半
信
で
、
「
蕪
の
の
藷
七
年
忌
醍
狂
言
の
狂
　
一
・
」
と
題
し
、
姉
川
左
近
の
清
兵
禦
お
あ

さ
を
連
れ
て
見
物
す
る
と
い
ふ
趣
向
に
な
っ
て
み
る
。

　
　
清
兵
衛
心
中
の
始
り
ぢ
や
。
よ
い
時
分
に
来
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
り
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
せ
が
ね
　
　
　
　
　
　
ふ
た

　
　
　
ト
い
ふ
と
、
引
幕
明
く
れ
ば
狂
言
の
始
り
、
祭
の
練
物
、
三
勝
と
半
可
、
数
珠
屋
の
叔
父
の
所
に
て
の
咄
、
肝
煎
善
三
郎
が
贋
銀
の
ね
ち
、
二
を
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
り
ふ

　
　
　
小
姑
が
手
形
起
請
を
破
る
台
詞
、
後
に
川
原
で
心
中
す
る
台
詞
、
残
ら
ず
先
立
っ
て
評
判
の
心
中
半
七
三
勝
七
年
忌
と
い
ふ
本
に
出
し
、
詳
し
く
書

　
　
　
載
せ
ぬ
れ
ば
、
同
じ
事
を
袈
に
写
す
は
く
だ
な
れ
ば
略
す
る
。
其
の
本
の
通
り
違
ひ
は
な
し
。
　
（
高
野
博
士
の
校
訂
）



と
あ
る
。
　
「
心
中
半
七
三
勝
七
年
忌
」
と
い
ふ
本
の
現
存
す
る
か
し
な
い
か
す
ら
知
ら
な
い
の
で
詳
し
い
筋
を
知
る
事
が
出
来
な
い
の
は

残
念
で
あ
る
が
、
右
の
祭
の
練
物
、
数
珠
屋
の
叔
父
、
肝
煎
善
三
郎
が
贋
銀
、
手
形
起
請
を
破
る
、
川
原
で
心
中
な
ど
の
語
で
、
以
前
の

歌
祭
文
や
、
　
「
心
中
あ
か
ね
の
染
衣
」
と
は
可
成
に
異
っ
た
筋
立
で
あ
っ
た
や
う
に
想
像
さ
れ
る
。
更
に
想
像
を
逞
し
う
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
三
勝
半
七
の
場
面
は
京
都
で
、
加
茂
祭
の
時
に
加
茂
川
原
で
心
中
し
た
事
に
作
ら
れ
て
み
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
。
肝

煎
善
三
郎
は
今
ま
で
の
今
市
善
右
衛
門
的
の
役
柄
で
あ
っ
た
ら
う
。
　
「
先
立
っ
て
評
判
の
云
々
」
は
、
実
際
の
七
年
忌
即
ち
元
禄
十
四
年

に
出
版
し
た
と
い
ふ
意
味
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
な
ら
ば
、
　
「
先
年
」
と
あ
る
べ
き
で
、
　
「
先
立
っ
て
」
で
は
や
つ
ば
り
元
禄

十
六
年
こ
の
劇
上
演
の
数
ケ
月
以
前
程
度
の
意
味
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
か
と
も
思
は
れ
る
。
と
に
か
く
、
実
際
の
七
年
忌
に
上
演

さ
れ
た
作
を
、
此
時
そ
の
ま
、
に
劇
中
劇
と
し
て
用
み
た
の
か
、
実
際
は
九
髭
忌
で
は
あ
る
が
、
普
通
の
年
忌
施
行
の
慣
例
に
従
っ
て
七

年
忌
を
繰
下
げ
た
も
の
と
し
て
上
演
さ
れ
た
の
か
は
、
今
は
そ
の
ど
ち
ら
と
も
判
定
し
難
い
。
こ
れ
よ
り
後
に
も
、
三
勝
半
七
事
件
が
何

年
忌
と
題
し
て
上
演
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
上
演
と
伝
へ
ら
れ
て
る
る
年
と
実
際
の
年
忌
と
喰
違
っ
て
み
る
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
時

に
触
れ
る
事
に
し
て
、
参
考
の
た
め
に
こ
の
劇
中
劇
の
役
人
替
名
を
挙
げ
る
と

一、

蜊
繧
ﾌ
三
勝

一、

蝌
a
の
半
七

一、

O
勝
　
　
母

一、

ﾌ
　
　
　
煎

一、

博
?
ｮ
女
房

一、

ｺ
女
　
か
や

一、

ｬ
　
　
　
舅

太
夫
浅
尾
　
＋
次
郎

立
役
桜
山
四
郎
三
郎

　
　
若
山
　
　
久
四
郎

　
　
大
森
辰
右
衛
門

　
　
霧
波
　
　
　
江
口

　
　
岩
井
　
　
　
歌
町

　
　
山
下
佐
五
右
衛
門

で
あ
る
。

三
勝
半
七
の
伝
と
交
夏
日

三
五



　
　
　
‘
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
㊨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

　
「
歌
舞
伎
年
表
」
巻
一
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
の
条
に
、

　
　
中
村
座
、
三
ノ
替
、
茜
屋
半
農
、
酒
屋
三
か
つ
「
禅
師
曽
我
」
後
日
。
団
十
郎
の
五
郎
、
由
井
ケ
浜
に
て
巻
き
ら
れ
盛
業
禅
師
坊
と
な
り
、
花
道
へ
出

　
　
ら
る
る
所
、
見
物
興
を
さ
ま
す
。
一
「
番
め
は
「
半
七
三
か
つ
心
中
」
半
七
（
団
十
郎
）
利
介
（
広
次
）
。

と
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
が
此
書
に
於
け
る
江
戸
で
の
三
勝
半
七
の
初
見
で
、
事
件
後
二
十
二
年
目
で
あ
る
。
こ
の
時
の
三
勝
半
玉
は
ど

ん
な
内
容
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
利
介
と
い
ふ
今
ま
で
に
見
え
な
か
っ
た
役
名
が
見
え
、
そ
れ
を
当
時
立
役
上

々
白
吉
の
位
付
で
あ
る
大
谷
広
次
が
扮
し
て
み
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
相
当
重
要
な
役
で
あ
っ
た
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
の
劇

は
今
迄
の
物
と
は
可
成
り
異
っ
た
内
容
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
今
ま
で
の
や
う
に
「
笠
屋
三
勝
」
で
も
「
美
濃

屋
三
勝
」
で
も
な
く
、
「
酒
屋
三
勝
」
と
な
っ
て
み
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
歌
舞
伎
年
表
」
の
記
事
に
つ
い
て
は
少
し

疑
問
が
あ
る
。

　
　
中
村
座
、
三
ノ
替
、
茜
屋
半
七
、
酒
屋
三
か
つ
「
禅
師
曽
我
」
後
日
。

と
い
ふ
の
は
、
三
ノ
替
と
し
て
、
　
「
禅
師
曾
我
」
の
後
日
と
し
て
半
円
・
一
コ
勝
を
出
し
た
と
い
ふ
意
味
か
と
思
は
れ
る
が
、
さ
う
解
す
れ

ば
後
の

　
　
二
番
め
は
「
半
七
三
か
つ
心
中
」
云
々

が
点
し
い
。
強
ひ
て
解
す
れ
ば
一
番
目
に
「
禅
師
曾
我
」
の
後
日
、
そ
の
二
番
目
は
「
半
七
三
か
つ
心
中
」
で
あ
っ
た
と
い
ふ
意
味
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
さ
う
と
し
て
お
く
と
す
れ
ば
、
中
村
座
は
去
年
の
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
十
一
月
顔
見
世
に
何
か
の
狂
言
を
出

し
、
今
年
正
徳
六
年
（
享
保
と
改
元
さ
れ
た
の
は
六
月
二
日
）
正
月
に
そ
の
ニ
ノ
替
と
し
て
「
禅
師
曾
我
」
、
　
そ
し
て
三
ノ
替
が
「
禅
師

曾
我
」
の
後
日
、
そ
の
二
番
目
が
三
勝
半
七
だ
と
い
ふ
こ
と
に
成
る
の
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
「
歌
舞
伎
年
表
」
正
徳
五
年
の
条
を
見
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
れ
い

　
　
十
一
月
、
中
村
座
、
顔
見
世
「
金
ノ
冠
婿
頼
政
」
。
正
徳
六
年
（
即
享
保
元
年
）
正
月
十
一
（
十
八
）
日
、
下
谷
池
ノ
端
、
柳
原
式
部
大
輔
屋
敷
よ
り
出



火
。
中
村
、
市
村
両
座
類
焼
（
四
年
目
）
。

二
月
廿
二
日
よ
り
、
申
村
座
、
仮
普
請
に
て
興
行
。

春
狂
言
「
式
例
和
曽
我
」
…
…
一
【
番
目
「
草
ず
り
引
」
。

と
あ
っ
て
、
中
村
座
は
前
に
引
用
し
た
『
三
ノ
替
、
茜
丸
環
七
、
酒
屋
三
か
つ
「
禅
師
曾
我
」
後
日
」
。
』
と
い
ふ
所
に
続
く
の
で
前
に

「
禅
師
曾
我
」
が
見
え
て
み
な
い
。
こ
れ
を
見
る
と
前
の
引
用
文
「
三
ノ
替
」
云
々
は
、
三
ノ
替
と
し
て
一
番
目
が
「
禅
師
曾
我
」
、
　
二

番
目
が
そ
の
後
日
と
し
て
「
半
七
三
か
つ
心
申
」
と
い
ふ
意
味
か
と
も
思
は
れ
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
と
し
て
お
い
て
、
三
勝
半
七
事
件

は
江
戸
で
は
事
件
後
二
十
二
年
目
の
享
保
元
年
に
中
村
座
で
初
め
て
上
演
せ
ら
れ
、
　
「
半
七
三
勝
」
で
あ
っ
た
と
い
ふ
事
に
な
る
。

　
以
後
京
阪
に
は
三
勝
半
七
上
演
の
事
は
見
え
ず
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に
や
は
り
江
戸
で
、
市
村
座
の
春
狂
言
、
　
「
福
寿
海
近
江

源
氏
」
の
二
番
目
に
「
三
勝
心
中
」
が
上
演
せ
ら
れ
て
る
る
。
事
件
後
廿
五
年
目
に
当
っ
て
み
る
。
こ
の
「
福
寿
海
近
江
源
氏
」
は
、
一

番
目
は
佐
々
木
盛
綱
、
高
綱
の
事
に
曾
我
、
そ
の
筋
を
ひ
い
た
二
番
目
は
梅
の
由
兵
衛
に
三
勝
半
七
を
絢
交
ぜ
た
も
の
の
や
う
で
あ
る
。

今
次
に
三
勝
半
七
に
関
す
る
部
分
だ
け
を
抽
き
出
し
て
み
る
と
、

　
　
▲
三
甫
右
衛
門
…
…
二
番
目
、
方
便
の
美
濃
屋
平
左
衛
門
。
大
阪
岩
井
座
の
狂
言
見
物
の
体
に
て
、
い
ろ
は
組
と
の
喧
嘩
に
草
履
で
叩
か
れ
て
の
述
懐
。

　
　
身
に
望
み
あ
る
ゆ
ゑ
ご
ん
ざ
る
さ
と
、
言
は
う
く
と
思
へ
ど
勘
忍
す
る
と
の
落
し
。
ご
ん
ざ
る
の
お
家
ゆ
ゑ
、
大
に
当
る
。
・
・
…
・

　
　
▲
小
川
善
五
郎
…
…
二
番
目
、
金
剛
鉄
の
伝
兵
衛
。
草
履
二
足
も
め
、
き
ま
ぐ
の
言
廻
し
。
其
後
千
日
に
て
心
中
へ
か
け
付
、
か
や
う
な
事
覚
平
な

　
　
く
、
き
ま
み
＼
に
な
っ
て
心
を
付
け
ま
し
た
と
の
言
ほ
ど
き
。

　
　
▲
中
村
三
郎
四
郎
の
今
市
善
右
衛
門
。
半
七
、
三
勝
を
こ
ね
ら
る
＼
憎
さ
。

　
　
▲
袖
岡
政
之
助
…
…
後
に
三
か
つ
母
と
な
っ
て
異
見
。

　
　
▲
三
条
勘
太
郎
の
妹
か
ん
じ
ゅ
。
敵
の
屋
形
に
て
曽
我
五
郎
と
な
り
、
十
番
切
の
所
作
。
一
「
番
目
、
笠
屋
三
か
つ
。
善
右
衛
門
に
悪
口
い
は
れ
無
念
が

　
　
つ
て
も
金
が
敵
。
半
七
に
力
を
つ
け
て
心
中
の
思
立
。
千
日
へ
行
く
。

　
　
▲
市
村
竹
之
丞
の
藤
綱
。
方
便
に
書
屋
半
七
と
な
り
、
千
日
寺
心
中
。
一
申
上
る
り
に
て
勘
太
殿
（
三
勝
）
と
手
を
引
て
の
道
行
。

　
　
こ
の
た
び
の
「
三
勝
心
中
」
ハ
小
川
善
五
郎
の
思
付
か
。
廿
五
年
前
大
阪
岩
井
座
に
興
行
の
時
、
佐
次
右
衛
門
と
て
小
詰
な
り
し
が
、
翌
年
十
一
月
、

　
　
岡
田
佐
馬
之
助
に
つ
い
て
下
り
、
小
川
善
五
郎
と
改
名
云
々

　
　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

右
の
や
う
で
あ
る
。
こ
れ
で
み
て
も
可
成
り
複
雑
な
筋
立
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。

　
つ
い
で
義
太
夫
浄
瑠
瑠
に
、
豊
海
音
作
の
「
笠
屋
三
勝
二
十
五
年
忌
」
が
あ
る
。
こ
れ
が
義
太
夫
節
で
の
三
勝
半
七
の
最
初
の
作
で
あ

る
。
こ
れ
が
上
演
き
れ
た
の
は
、
明
和
版
「
外
題
年
鑑
」
に
は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
八
月
二
十
三
日
目
あ
る
。
こ
の
年
は
十
五
年
忌

に
当
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
い
か
に
何
で
も
「
二
十
五
年
忌
」
と
外
題
す
る
の
は
非
道
す
ぎ
る
。
「
南
水
漫
遊
」
に
は
享
保
元
年
（
一
七
一

六
）
の
上
演
と
あ
る
。
こ
の
年
は
二
十
二
年
忌
に
当
る
か
ら
事
実
に
近
い
。
実
際
の
廿
五
年
忌
は
前
述
し
た
や
う
に
享
保
四
年
で
あ
る
が
、

た
か
が
浄
瑠
璃
の
外
題
の
事
で
あ
る
の
で
、
実
際
の
二
十
五
年
忌
が
享
保
四
年
で
あ
る
か
ら
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
上
演
と
断
定
す
る

事
も
出
来
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
の
「
笠
屋
三
勝
二
十
五
年
忌
」
は
水
谷
不
倒
氏
の
「
世
話
浄
瑠
璃
大
全
」
の
下
巻
に
収
録
さ
れ
て
活
字
に
な
っ
て
み
る
。
上
、
大
和

五
条
附
近
、
中
、
大
阪
長
町
平
左
衛
門
住
居
、
下
、
道
行
千
日
寺
、
の
三
巻
か
ら
な
っ
て
み
て
、
そ
の
大
筋
は
、

　
大
和
五
条
の
下
屋
半
七
は
女
舞
の
笠
屋
三
勝
と
馴
染
ん
で
、
二
人
の
間
に
お
つ
う
と
い
ふ
子
ま
で
あ
る
。
だ
か
ら
半
七
は
大
阪
へ
出
て

五
口
と
三
勝
に
会
は
ぬ
月
は
な
い
と
い
ふ
程
の
放
蕩
ぶ
り
な
の
で
遂
に
親
か
ら
懲
ら
し
め
の
勘
当
を
さ
れ
た
。
半
田
の
女
房
お
す
が
は
貞

節
な
女
で
、
水
垢
離
を
取
っ
た
り
塩
断
ち
し
た
り
、
初
瀬
へ
参
籠
し
て
断
食
し
た
り
し
て
半
七
の
無
事
を
神
仏
に
祈
っ
て
居
る
。
三
勝
の
叔

父
（
三
勝
の
母
の
弟
）
平
左
衛
門
は
義
侠
心
の
強
い
男
で
、
三
勝
と
半
睡
に
と
っ
て
は
頼
も
し
い
後
援
者
で
あ
る
。
こ
の
平
左
衛
門
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き
お
ひ
が
ね

る
人
の
手
代
の
受
人
に
な
っ
て
み
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
手
代
の
引
負
銀
、
銀
四
貫
五
百
匁
を
弁
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、

今
市
善
右
衛
門
か
ら
、
期
限
は
十
一
月
晦
日
と
し
て
、
三
勝
を
質
と
し
て
そ
の
銀
を
借
り
た
。
善
右
衛
門
は
悪
い
奴
で
三
勝
に
惚
れ
て
居

る
。
平
左
衛
門
は
三
勝
に
芝
居
を
さ
せ
て
大
和
路
を
興
行
し
て
廻
っ
た
が
反
っ
て
損
を
し
た
。
善
右
衛
門
か
ら
の
借
銀
の
返
済
の
あ
て

は
、
二
七
の
工
面
の
付
く
の
を
待
つ
よ
り
仕
方
が
な
く
な
っ
た
。
期
限
が
切
れ
た
の
で
善
右
衛
門
は
三
勝
を
連
れ
て
い
く
と
い
ふ
。
平
左

衛
門
は
三
勝
を
渡
し
て
は
重
心
へ
の
義
理
が
立
た
ぬ
と
殴
合
ひ
の
喧
嘩
に
な
っ
た
の
を
半
七
が
仲
裁
に
入
っ
て
、
自
分
は
三
勝
ど
は
縁
を



切
っ
た
。
明
日
三
勝
を
善
右
衛
門
へ
嫁
入
ら
せ
る
。
仲
人
は
自
分
が
す
る
と
い
ふ
の
で
、
善
右
衛
門
は
喜
ん
で
帰
っ
て
ゆ
く
。

　
平
左
衛
門
は
半
弓
に
、
三
勝
と
縁
を
切
っ
て
善
右
衛
門
へ
渡
し
た
ら
自
分
が
喜
ぶ
か
と
見
ら
れ
た
の
は
残
念
だ
。
家
財
悉
皆
売
払
っ
て

も
銀
が
不
足
で
、
丸
裸
で
出
て
ゆ
く
の
を
世
間
の
者
は
横
着
な
奴
と
悪
口
は
い
ふ
ま
い
。
善
右
衛
門
の
訴
へ
で
代
官
所
で
自
分
が
悪
い
と

な
っ
て
手
錠
を
か
け
ら
れ
て
も
入
牢
さ
せ
ら
れ
て
も
、
自
分
は
決
し
て
後
悔
は
し
な
い
。
三
勝
と
縁
を
切
ら
う
の
、
善
右
衛
門
の
嫁
に
な

ら
う
の
と
い
ふ
や
う
な
二
人
は
見
る
も
稜
ら
は
し
い
。
見
事
夫
婦
に
な
る
ま
で
は
、
再
び
此
の
内
へ
戻
る
な
と
罵
っ
て
二
人
を
戸
外
へ
突

出
し
た
。

　
既
に
情
死
と
覚
悟
し
て
み
た
三
勝
と
半
七
と
は
涙
に
咽
び
な
が
ら
千
日
寺
に
辿
り
つ
い
た
の
は
、
は
や
暁
で
あ
っ
た
。
二
人
置
死
に
に

出
た
と
知
っ
た
平
左
衛
門
は
お
通
を
背
負
っ
た
三
勝
の
母
と
近
所
の
人
々
と
共
に
後
を
追
っ
て
此
処
ま
で
探
し
に
来
た
。
二
人
は
見
付
け

ら
れ
じ
と
、
あ
ち
こ
ち
に
隠
れ
忍
ん
だ
。
探
し
倦
ん
だ
人
々
は
生
玉
、
今
宮
辺
を
手
別
け
し
て
探
さ
う
と
立
去
っ
た
。
あ
と
に
二
人
は
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ど

明
け
の
鐘
に
驚
き
、
褄
と
褄
と
を
結
び
合
せ
、
半
七
が
三
勝
の
咽
を
突
い
て
殺
し
、
つ
ゴ
い
て
半
七
自
身
も
咽
を
突
い
て
、

　
　
三
勝
が
、
死
骸
の
上
に
重
り
て
、
共
に
む
な
し
き
死
顔
の
、
猶
う
つ
く
し
き
霜
月
の
、
霜
と
ふ
り
に
し
一
昔
、
廿
五
年
の
夢
を
叉
伝
へ
て
筆
に
残
し
け

　
　
り
。

と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
海
音
の
作
は
先
行
の
諸
文
芸
に
纏
っ
て
脚
色
き
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
右
の
大
筋
を
見
た
だ
け
で
も
よ
く
解
る
で
あ
ら
う
が
、

例
へ
ば
、

　
一
、
三
勝
を
笠
屋
三
勝
と
し
女
舞
の
太
夫
と
し
て
み
る
の
は

歌
祭
文
の
「
三
勝
心
中
」
上
、
下
、
　
「
新
色
五
巻
書
」
の
「
心
血
あ
か
ね
の
染
衣
」
が
み
な
き
う
で
あ
る
。
踊
音
頭
の
「
三
勝
心
申
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
い
ば

は
女
舞
で
あ
っ
た
か
否
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
け
れ
ど
笠
屋
三
勝
と
は
明
記
さ
れ
て
み
る
。
近
松
門
左
衛
門
作
の
浄
瑠
璃
「
心
申
刃
は
氷

　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

　
つ
い
た
ち

の
朔
日
」
　
（
宝
永
七
年
一
一
七
一
〇
i
、
六
月
十
六
日
、
竹
本
座
）
の
下
巻
に
、
心
申
の
由
来
を
述
べ
て
い
る
個
所
が
あ
る
。
そ
の
一
節

に
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
な
か

　
　
笠
屋
三
勝
舞
の
袖
、
褄
と
褄
と
を
引
寄
せ
て
、
結
ぶ
無
常
の
薄
煙
千
日
寺
の
は
か
な
し
や
、
別
れ
し
あ
と
の
寝
姿
は
、
夜
半
の
鐘
に
目
を
さ
ま
し
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く

　
　
か
よ
く
と
乳
呑
子
の
歎
き
を
捨
て
し
修
羅
の
道
、
魂
は
冥
途
に
到
れ
ど
も
醜
と
な
り
た
る
今
の
世
の
、
お
つ
う
は
母
の
形
見
そ
や
。

と
あ
る
。
因
み
に
近
松
の
「
氷
の
朔
日
」
は
明
和
版
「
外
題
年
鑑
」
に
は
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
六
月
十
六
日
上
演
と
な
っ
て
み
る

が
、
博
文
館
の
昭
和
版
「
帝
国
文
庫
」
の
「
近
松
世
話
浄
瑠
璃
集
」
の
解
題
で
守
随
憲
治
博
士
は
、
作
中
に
「
一
昨
年
の
大
地
震
」
の
句

が
あ
る
。
こ
れ
は
四
年
の
地
震
を
指
す
と
見
ら
れ
る
か
ら
宝
永
六
年
上
演
だ
と
し
て
居
ら
れ
る
。

　
二
、
三
勝
の
子
の
名
を
お
つ
う
と
し
て
る
る
の
は

歌
祭
文
の
「
三
勝
心
中
」
の
下
「
別
れ
の
鐘
」
、
踊
音
頭
の
「
三
勝
心
中
」
、
近
松
の
「
心
申
刃
は
氷
の
朔
日
」
。

　
三
、
三
勝
を
質
と
し
て
借
り
た
銀
を
返
す
事
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
が
心
中
の
原
因
で
あ
る
こ
と
は

歌
祭
文
の
「
三
勝
心
中
」
、
「
新
色
五
巻
書
」
の
「
納
品
あ
か
ね
の
染
衣
」
、
踊
音
頭
の
「
三
勝
心
嚢
」
。

　
四
、
銀
の
貸
手
今
市
善
右
衛
門
は
大
和
に
住
む
人
ら
し
い
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

歌
祭
文
の
「
三
勝
心
中
」
上
　
に
今
市
善
兵
衛
と
あ
り
、
そ
の
大
和
在
住
ら
し
い
の
は
、
三
勝
が
半
弓
に
相
談
し
よ
う
と
駕
籠
で
大
和
へ

急
く
と
こ
ろ
に
、

　
　
か
、
る
折
節
向
ふ
よ
り
、
今
市
善
兵
衛
は
大
阪
を
さ
し
て
ぞ
出
つ
る
脇
差
の

と
い
う
句
が
あ
る
。

「
茜
の
色
揚
」
に
今
市
善
右
衛
門
の
役
名
が
み
え
る
。
勿
論
大
和
在
住
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

新
色
五
巻
書
、
　
「
心
中
あ
か
ね
の
染
衣
」
で
は
大
和
の
下
市
の
善
右
衛
門
。



　
五
、
千
日
号
で
心
中
の
時
三
勝
が
あ
と
に
残
る
お
つ
う
を
思
ひ
や
っ
て
悲
し
む
事
、
半
七
の
褄
と
自
分
の
褄
と
を
結
び
合
せ
た
事
は

歌
祭
文
の
「
騨
蹴
別
れ
の
鐘
」
に

　
　
羽
織
打
敷
き
坐
を
組
み
て
褄
と
褄
と
を
結
び
つ
つ
…
…
娘
お
つ
う
は
我
が
乳
房
、
尋
ね
さ
す
り
て
寝
入
り
し
が
…
…

「
心
申
あ
か
ね
染
」
、
五
、
「
心
中
名
取
川
」
に

　
　
半
七
羽
織
を
ぬ
い
で
下
に
、
樒
の
花
を
前
に
さ
し
、
き
や
口
に
書
置
ね
ん
ご
ろ
に
認
め
、
互
に
う
は
が
へ
の
つ
ま
を
く
～
り
や
い
し
は
、
二
世
ま
で
結

　
　
ぶ
と
い
ふ
深
心
に
て
ぞ
有
べ
し
。
…
…

こ
れ
に
は
お
つ
う
の
事
は
見
え
て
み
な
い
。

踊
音
頭
「
三
勝
心
中
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
か
か

　
　
い
と
し
我
が
子
を
ふ
り
捨
て
置
い
て
、
死
ぬ
る
心
を
か
は
い
と
思
う
て
、
…
…
い
つ
も
お
つ
う
が
目
を
開
く
時
分
、
母
よ
く
と
尋
ね
て
泣
こ
が
、
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
つ
な

　
　
す
る
命
は
惜
し
か
ら
ね
ど
も
、
流
石
親
子
の
別
れ
の
絆
、
切
る
に
切
ら
れ
ぬ
事
こ
そ
悲
し
と
、
・
…
．
・
笠
屋
三
勝
祇
紗
を
出
し
て
、
褄
と
褄
と
を
し
っ
か

　
　
と
括
る
、
…
…

近
松
の
「
心
申
刃
は
氷
の
朔
日
」
。
こ
れ
は
前
に
引
用
し
た
。
以
上
の
や
う
で
あ
る
。
　
「
茜
の
色
揚
」
や
近
松
の
「
七
年
忌
」
の
内
容
が

わ
か
る
と
、
こ
の
海
音
の
「
廿
五
年
忌
」
と
ど
れ
程
の
関
係
が
あ
る
か
が
明
白
に
な
る
が
、
そ
れ
が
出
来
な
い
事
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ

る
。　

こ
の
海
音
の
「
笠
屋
三
勝
廿
五
年
忌
」
の
下
、
千
日
寺
心
中
の
辺
の
文
章
は
、
踊
音
頭
の
「
三
勝
心
中
」
と
酷
似
し
て
み
る
。
海
音
は

こ
の
辺
は
踊
音
頭
に
拠
っ
て
綴
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

　
お
つ
う
（
実
説
で
は
お
つ
ま
）
を
ハ
ッ
キ
リ
と
半
七
と
三
勝
と
の
間
に
出
来
た
子
供
と
し
た
の
は
、
こ
の
海
音
の
作
が
最
初
で
は
あ
る
ま

い
か
、
前
述
の
や
う
に
先
行
作
に
お
つ
う
が
あ
っ
て
も
三
勝
の
子
と
は
わ
か
る
が
、
虚
心
の
子
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
て
居
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
ぎ
の
も
み
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
は
で
す
が
た
を
ん
な
ま
ひ
ぎ
ぬ

の
が
、
海
音
の
此
の
作
以
後
の
浄
瑠
璃
「
女
舞
剣
紅
楓
で
も
」
、
「
艶
姿
女
舞
衣
」
で
も
、
半
七
と
三
勝
と
の
間
に
お
つ
う
と
い

　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

ふ
女
の
子
が
あ
っ
た
事
に
な
っ
て
み
る
。
海
音
は
お
つ
う
が
志
野
と
三
勝
と
の
間
の
子
と
は
し
た
け
れ
ど
、
三
勝
が
お
つ
う
に
心
を
引
か

れ
る
事
は
叙
し
な
が
ら
、
半
．
七
の
お
つ
う
に
愛
情
を
示
す
や
う
な
描
写
の
な
い
の
は
何
故
で
あ
ら
う
。
私
は
実
説
の
三
勝
の
書
置
で
お
つ

ま
は
半
七
の
子
で
は
あ
る
ま
い
と
推
定
し
て
お
い
た
が
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
の
か
先
行
の
転
作
が
、
三
勝
の
お
つ
う
に
対
し
て
の
悲

嘆
を
描
く
の
み
で
、
半
七
の
そ
れ
に
筆
が
及
ん
で
み
な
い
の
に
眩
惑
さ
れ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先
行
の
諸
作
は
お
つ
う
は
半
七
の

子
で
は
な
い
と
い
ふ
立
場
で
筆
を
取
っ
た
と
す
れ
ば
、
半
七
が
お
つ
う
に
愛
情
を
示
す
描
写
の
な
い
の
は
頷
く
事
が
出
来
る
し
、
　
「
壬
申

あ
か
ね
の
染
衣
」
に
お
つ
う
の
事
が
全
く
無
い
の
は
、
お
つ
う
の
事
は
三
勝
の
半
減
に
対
す
る
愛
情
の
純
粋
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
意
識

的
に
触
れ
な
か
っ
た
の
か
と
思
は
れ
る
。
乍
然
海
音
は
お
つ
う
は
半
七
の
子
で
あ
る
と
創
作
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
半
七
の
お
つ
う

に
対
す
る
情
愛
を
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
海
音
の
と
は
筋
の
違
っ
て
み
る
先
行
雑
作
に
引
摺
ら
れ
て
筆
が
及
ん
で
み
な
い
と
い
ふ

事
は
、
何
ん
と
い
っ
て
も
海
音
の
不
注
意
で
あ
っ
た
と
い
は
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
半
七
に
お
す
が
と
い
ふ
女
房
が
あ
っ
て
同
棲
し
て
み
た
と
い
ふ
事
も
海
音
の
創
作
で
あ
ら
う
。
こ
の
お
す
が
が
後
の
諸
富
で
は
許
婚
の

娘
お
園
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
お
す
が
は

　
　
賎
し
い
百
姓
の
子
な
れ
ど
も
、
む
つ
き
の
中
か
ら
こ
と
し
ま
で
、
も
め
ん
を
身
に
は
付
ね
ど
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
つ

と
い
っ
て
み
る
か
ら
、
豪
農
の
娘
で
あ
る
。
こ
の
お
す
が
は
大
変
に
貞
節
な
女
で
、
半
七
が
三
勝
に
現
を
ぬ
か
し
て
両
親
か
ら
勘
当
さ
れ

る
と
、
半
七
を
怨
み
も
せ
ず
、
自
分
の
身
を
苦
し
め
て
半
七
の
無
事
を
神
仏
に
祈
っ
て
み
る
。
ま
こ
と
に
可
憐
な
女
で
、
そ
の
半
七
に
対

し
て
の
真
実
心
は
よ
く
描
け
て
み
る
。
後
作
が
こ
れ
を
粉
本
と
し
て
お
園
を
作
っ
た
の
は
成
程
と
思
は
れ
る
。
こ
の
お
す
が
を
描
き
出
し

た
の
は
海
音
の
大
き
な
手
柄
で
あ
る
。

平
左
衛
門
を
実
説
の
三
勝
の
書
置
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
る
人
物
と
は
反
対
に
、
貧
し
く
は
あ
る
が
義
侠
な
人
物
と
し
だ
の
も
海
音
が
最

初
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
三
勝
の
母
の
弟
と
血
統
を
明
白
に
し
た
の
も
海
音
で
あ
ら
う
。
平
左
衛
門
が
姉
に
対
す
る
情
愛
、
姪
の
三
勝
へ
の



心
遣
ひ
、
引
い
て
は
半
七
へ
の
義
理
だ
て
、
お
つ
う
へ
の
恩
愛
、
善
右
衛
門
の
脅
迫
に
び
く
と
も
せ
ぬ
硬
骨
、
痛
快
な
男
子
の
面
目
が
躍

如
と
し
て
み
る
。
後
の
作
が
多
く
こ
れ
に
放
つ
た
の
は
道
理
で
あ
み
。
こ
の
硬
骨
漢
平
左
衛
門
を
作
り
出
し
た
の
は
海
音
の
第
二
の
手
柄

で
あ
る
。

　
海
音
の
作
で
は
、
大
和
の
半
七
の
家
を
相
当
な
資
産
家
と
し
て
み
る
。
お
す
が
が
「
五
条
に
お
い
て
隠
れ
な
き
茜
屋
の
半
七
」
と
い
っ

て
み
る
し
、
半
七
が
身
持
を
慎
ん
で
勘
当
を
許
さ
れ
て
再
び
家
に
帰
っ
た
ら
、
五
貫
目
や
十
貫
目
は
三
勝
に
「
つ
い
取
か
へ
て
や
ら
し
や

ん
せ
」
・
と
も
云
っ
て
み
る
。

　
情
死
の
原
因
と
な
っ
て
み
る
借
金
は
、
歌
祭
文
「
三
勝
心
中
」
に
は
、
　
「
身
を
書
入
れ
の
手
形
金
」
と
だ
け
で
銀
額
は
明
記
さ
れ
て
み

な
い
。
　
「
新
色
五
巻
書
」
の
「
心
心
あ
か
ね
の
染
衣
」
に
は
、
丁
銀
三
貫
八
百
五
十
目
。
．
踊
音
頭
の
「
三
勝
心
中
」
は
「
あ
だ
な
金
点
身

を
書
入
れ
の
」
と
だ
け
で
銀
雪
は
記
さ
れ
て
み
な
い
。
そ
し
て
こ
の
海
音
の
「
笠
屋
三
勝
二
十
五
年
忌
」
で
は
銀
四
貫
五
百
目
と
な
っ
て

み
る
。
　
一
体
こ
の
銀
四
貫
五
百
目
と
い
ふ
も
の
は
現
在
に
は
ど
れ
位
の
金
額
に
な
る
の
で
あ
ら
う
か
。
参
考
ま
で
に
「
読
史
備
要
」
の

「
金
銀
米
銭
相
場
一
覧
」
を
み
る
と
、
享
保
元
年
（
前
述
の
や
う
に
海
音
の
此
の
曲
の
上
演
年
に
は
異
説
が
あ
る
が
、
二
十
五
年
忌
に
近

い
「
南
水
漫
遊
」
の
享
保
元
年
を
と
っ
て
み
た
）
。
米
百
石
の
価
は
通
用
銀
百
三
十
貫
匁
と
あ
る
。
銀
四
貫
五
百
目
は
米
三
十
四
石
六
二

一
升
余
に
当
る
。
昭
和
三
十
六
年
現
在
の
米
一
升
の
価
を
仮
り
に
百
二
十
円
と
す
る
と
、
四
十
一
万
五
千
三
百
二
十
円
と
な
る
。
お
す
が

が
三
勝
に
生
し
て
や
れ
と
い
ふ
五
貫
目
な
ら
ば
四
十
六
万
千
五
百
二
十
円
に
当
る
し
、
十
貫
目
な
ら
九
十
三
万
三
千
二
百
十
円
と
な
る
。

か
う
考
へ
て
み
る
と
四
貫
五
百
目
の
銀
は
相
当
な
額
で
あ
り
、
五
貫
目
や
十
貫
な
ら
つ
い
ち
よ
つ
と
三
勝
に
立
替
へ
て
や
り
得
る
野
屋
の

身
代
は
「
五
条
に
お
い
て
隠
れ
な
き
」
と
云
ふ
の
も
無
理
で
は
な
い
と
思
は
れ
る
。

　
　
銀
高
四
貫
五
百
目
の
質
物
に
は
、
其
三
勝
霜
月
晦
日
過
た
ら
ば
、
其
方
へ
引
取
て
遊
女
奉
公
に
や
り
成
共
音
女
房
に
な
さ
れ
う
共
毛
頭
か
ま
ひ
候
は
ぬ

　
　
と
、
手
形
証
文
取
て
い
る

　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
丈
芸
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

と
善
右
衛
門
が
云
っ
て
み
る
か
ら
、
三
勝
と
二
七
と
が
千
日
寺
で
、
「
夜
明
の
鐘
に
打
驚
」
い
て
情
死
し
た
の
は
十
二
月
の
朔
日
の
夜
明

で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず

　
　
共
に
む
な
し
き
死
顔
の
、
猶
う
つ
く
し
き
霜
月
の
、
霜
と
ふ
り
に
し
一
昔

と
あ
る
の
は
、
踊
音
頭
コ
ニ
勝
心
中
し
の

　
　
過
ぎ
し
亥
の
年
、
霜
月
七
日
霜
と
消
え
行
く

の
句
が
頭
に
刻
み
込
ま
れ
て
離
れ
な
か
っ
た
が
為
で
も
あ
ら
う
し
、
　
「
死
顔
の
、
猶
う
つ
く
し
き
霜
月
の
」
は
千
日
寺
に
あ
っ
た
と
い
ふ

一
蓮
託
生
の
石
碑
に
刻
ま
れ
て
み
た
追
善
の
句
「
死
顔
の
謂
う
つ
く
し
き
朝
の
霜
」
に
拠
っ
て
み
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
手
形
の

期
限
を
霜
月
晦
日
と
し
て
お
き
な
が
ら
、
音
頭
や
追
善
の
句
に
引
か
れ
て
、
　
「
霜
月
や
霜
と
ふ
り
に
一
昔
と
」
筆
を
た
ら
せ
た
の
は
海
音

の
粗
忽
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
曲
で
の
半
七
は
だ
ら
し
の
無
い
男
で
あ
る
。
大
和
巡
業
中
の
三
勝
が
偶
然
半
七
に
路
傍
で
逢
っ
た
時
に
、

　
　
あ
と

　
　
跡
の
月
か
ら
大
和
路
へ
、
叔
父
様
の
芝
居
に
来
て
、
嬉
し
や
近
い
所
ぢ
や
げ
な
、
あ
う
て
給
し
て
ど
う
し
て
と
、
そ
れ
ば
つ
か
り
を
楽
し
み
に
、
思
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
つ
か

　
　
立
た
る
甲
斐
も
癒
う
、
文
を
や
っ
て
も
返
事
な
く
、
人
遣
は
し
て
も
留
守
ぢ
や
と
い
ふ
、
是
は
ど
う
し
た
仕
か
た
ち
や
と
、
舞
台
勤
む
る
そ
の
内
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
も
ん

　
　
ど
う
舞
う
た
や
ら
踏
ん
だ
や
ら
、
本
に
誓
文
今
に
ま
だ
心
の
舞
が
納
ま
ら
ぬ
、
気
の
毒
ら
し
い
取
沙
汰
を
、
そ
っ
と
聞
い
た
る
事
も
あ
る
。
そ
の
う
へ

　
　
け
ふ

　
　
今
日
の
な
り
姿
、
つ
い
に
め
さ
れ
ぬ
木
綿
物
、
し
ょ
げ
し
ょ
げ
と
し
た
御
顔
の
色
、
気
に
か
か
っ
て
な
り
ま
せ
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
や
ぢ

と
心
配
し
て
尋
ね
た
の
に
、
近
日
親
仁
が
隠
居
し
て
家
督
を
半
七
に
譲
る
筈
に
な
っ
て
み
る
。
そ
れ
ま
で
は
と
身
持
を
慎
ん
で
み
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
し

ら
だ
。
家
督
さ
へ
継
い
だ
な
ら
、
三
勝
は
立
派
な
私
の
女
房
だ
、
安
心
し
ろ
な
ど
と
、
一
時
の
気
休
め
を
云
っ
て
欺
い
た
が
、
そ
こ
へ
来

か
か
っ
た
善
右
衛
門
に
、
勘
当
さ
れ
た
事
を
素
破
抜
か
れ
、
三
勝
は
貸
銀
の
抵
当
だ
。
期
限
が
切
れ
た
ら
我
身
の
女
房
、
指
を
も
指
す
な

と
阯
か
し
め
ら
れ
て
閉
口
し
た
り
、
三
勝
と
の
談
合
を
女
房
お
す
が
に
逐
一
聞
か
れ
た
と
知
っ
て
、
面
目
無
い
肚
か
し
い
か
ら
死
な
ね
ば



な
ら
ぬ
と
騒
ぎ
出
す
。
そ
れ
を
お
す
が
に
と
団
め
ら
れ
て
意
見
を
さ
れ
る
と
、
今
度
は
親
人
は
こ
の
半
夏
を
勘
当
し
て
お
す
が
に
入
婿
を

取
っ
て
家
督
を
譲
る
考
だ
と
い
ふ
噂
を
聞
い
た
、
お
前
は
そ
れ
を
喜
ん
で
み
る
の
だ
と
嫉
妬
を
し
て
怒
る
。
お
す
が
か
ら
真
実
の
心
を
告

げ
ら
れ
る
と
、
ま
た
感
激
し
て
お
す
が
に
謝
っ
て
す
ぐ
に
旧
情
を
温
め
る
。
銀
の
工
面
が
つ
か
ぬ
の
で
死
ぬ
と
決
心
し
て
長
町
に
三
勝
を

訪
ね
、
善
右
衛
門
の
許
へ
ゆ
く
の
が
上
分
別
と
三
勝
の
気
を
引
い
て
み
て
三
勝
に
怒
ら
れ
、
三
勝
の
自
殺
の
決
心
を
知
っ
て
喜
び
、
二
人

で
情
死
と
相
談
が
き
ま
る
と
、
自
分
の
死
骸
が
大
和
の
在
所
へ
送
ら
れ
て
、
女
房
お
す
が
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
つ
と

　
　
抱
き
付
い
て
も
、
取
付
い
て
も
、
泣
き
も
だ
え
ん
折
ふ
し
に
、
三
勝
夫
と
書
塩
け
し
、
か
い
な
の
文
字
を
見
た
な
ら
ば
、
す
こ
し
は
腹
が
立
つ
で
あ

　
　
ろ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ろ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
れ
ぼ
く
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
き
も
ち

と
三
勝
の
前
で
女
房
の
惚
気
を
云
っ
て
、
自
分
の
腕
の
入
癒
を
消
さ
せ
る
な
ど
、
薄
っ
ぺ
ら
で
、
嫉
妬
焼
き
で
、
自
分
勝
手
で
、
ま
こ
と

に
詰
ら
ぬ
男
だ
。
こ
ん
な
男
に
情
を
立
て
㌧
み
る
お
す
が
や
、
命
ま
で
捨
て
た
三
勝
の
心
が
不
思
議
な
位
だ
。
不
思
議
な
と
云
ふ
よ
り
馬

鹿
げ
て
く
る
。

　
此
の
曲
で
三
勝
と
半
七
と
が
最
後
の
盃
を
酌
み
交
す
の
が
、
　
「
新
色
五
巻
書
」
の
「
心
中
あ
か
ね
の
染
衣
」
同
様
中
村
屋
と
な
っ
て
み

る
の
は
、
　
「
南
水
漫
遊
」
に
あ
る
半
七
の
定
宿
申
言
屋
安
右
衛
門
に
拠
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
水
谷
不
倒
氏
は
「
世
話
浄
瑠
璃
大
全
」
下

巻
、
本
曲
の
解
題
で

　
　
海
音
の
作
と
し
て
は
最
も
活
動
に
富
み
た
る
も
の
に
て
、
傑
作
の
一
な
り
。

と
い
っ
て
居
ら
れ
る
。
黒
木
勘
蔵
氏
は
昭
和
版
「
帝
国
文
庫
」
の
漁
舞
儲
浄
瑠
璃
集
」
の
蟹
で
海
音
の
作
風
に
就
い
て

　
　
海
音
の
特
色
は
一
言
之
を
掩
へ
ば
理
智
的
で
あ
る
。
そ
の
文
は
叙
述
的
で
あ
り
、
客
観
的
で
あ
り
、
時
に
場
面
の
描
写
よ
り
は
筋
を
物
語
る
平
板
な
る

　
　
叙
事
に
堕
す
る
蝶
が
あ
る
。
彼
も
亦
近
松
と
同
じ
く
義
理
と
人
情
と
の
葛
藤
を
よ
く
描
い
た
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
常
に
人
情
を
人
て
義
理
の
犠
牲
と

　
　
し
て
、
徒
に
空
疎
に
し
て
概
念
的
の
義
理
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
傾
が
あ
る
。
き
れ
ば
浄
瑠
璃
作
者
と
し
て
の
天
分
に
寝
て
は
、
遠
く
近
松
に
及
ば
な

　
　
い
と
し
て
も
、
ま
た
一
方
に
於
て
は
、
作
の
結
構
布
置
の
整
然
と
し
て
如
何
に
も
理
に
詰
ん
で
居
る
点
な
ど
は
、
反
っ
て
近
松
に
見
ら
れ
な
い
処
で
あ

　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
い
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
⇒

四
六

　
　
る
。

と
記
し
て
ゐ
ら
れ
る
。

　
三
勝
や
お
す
が
や
平
左
衛
門
を
み
る
と
い
か
に
も
不
倒
氏
の
「
活
動
に
富
み
た
る
も
の
」
と
思
は
れ
る
。
ま
た
大
和
、
平
左
衛
門
の

内
、
千
日
遅
と
場
面
を
配
置
し
て
事
件
の
推
移
を
叙
し
て
み
る
と
こ
ろ
な
ど
、
黒
木
氏
の
「
作
の
結
構
布
置
の
整
然
と
し
」
と
あ
る
通
り

で
あ
る
が
、
三
勝
に
腕
の
入
癒
を
消
さ
せ
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
黒
木
氏
の
云
ふ
「
常
に
人
情
を
以
て
義
理
の
犠
牲
と
し
て
、
徒
ら
に
空
疎

に
し
て
概
念
的
な
義
理
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
」
測
点
を
十
二
分
に
曝
露
し
て
み
る
。
い
か
に
三
勝
や
お
す
が
や
平
左
衛
門
が
よ
く
書
け

て
み
よ
う
と
も
肝
心
の
半
七
が
こ
ん
な
性
根
の
な
い
男
で
は
見
物
聴
衆
の
同
情
は
引
き
得
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
実
伝
の
半
七
が
こ
ん

な
男
で
あ
っ
た
か
ら
で
で
も
あ
ら
う
が
、
と
に
か
く
此
の
曲
は
後
の
三
勝
豊
根
の
作
に
大
き
な
影
響
を
与
へ
た
作
で
あ
り
な
が
ら
、
半
七

が
人
の
同
情
を
ひ
ぎ
得
る
や
う
に
描
か
れ
て
み
な
い
と
い
ふ
致
命
的
な
敏
点
を
持
っ
て
る
る
。
そ
の
せ
み
で
も
あ
ら
う
か
、
こ
の
曲
は

「
近
世
邦
楽
年
表
」
の
義
太
夫
節
の
部
を
み
て
も
、
そ
の
後
上
演
さ
れ
て
は
み
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
　
完
）


